
現状の水害リスク情報や取組状況の共有
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（１）現状の水害リスク情報
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鬼怒川と九頭竜川との比較

○九頭竜川は、鬼怒川と堤防高さ、計画高水量、決壊した場合の浸水エリアなどで類似して
いる。



過去の被害状況（足羽川、H16福井豪雨）
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③福井市木田付近

①JR足羽川橋梁（福井市毛矢）

②足羽川破堤点（福井市春日）

○平成１６年７月１８日、福井県嶺北地方を中心に記録的な豪雨をもたらした。
○九頭竜川の支川である足羽川（福井県管理）の堤防決壊により、甚大な被害が発生した。

福井市街地の浸水範囲と被害の状況

都道府県名

人的被害（人） 住家被害（世帯）

死者 行方不明者 負傷者 全壊 半壊 床上浸水 床下浸水

福井県 4 1 19 66 135 4,052 9,675

②

①

H16.7.18 撮影

H16.7.18 撮影

H16.7.18 撮影

③

浸水範囲

撮影方向

破堤箇所

凡 例

越水箇所
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過去の被害状況（北川、H25台風18号）
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小浜市、若狭町の浸水範囲と被害の状況

※住家被害は小浜市、若狭町からの報告

①

②

③

H25.9.16 北川出張所撮影
①国富地区付近

※浸水範囲は、現地痕跡調査より

H25.9.16 北川出張所撮影
②野木川合流点下流右岸

H25.9.16 福井県防災航空隊 撮影
③野木川合流点

○平成２５年９月１６日、福井県嶺南地方を中心に記録的な大雨をもたらした。
○霞提からの浸水や野木川（福井県管理）の堤防決壊により、大きな被害が発生した。

浸水範囲

撮影方向

破堤箇所

凡 例

27

161

161

北川浸水エリアの被害状況

都道府県名

人的被害（人） 住家被害（戸）

被 害 地 区
死者 行方不明者 負傷者 全壊 半壊 床上浸水 床下浸水

小浜市
なし

0 0 33 80

国富地区、

太良庄地区

水取地区

若狭町 0 0 1 3 野木地区



氾濫シミュレーション
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○九頭竜川水系の九頭竜川、日野川及び北川水系の北川、遠敷川で堤防が決壊した場合
を想定した氾濫シミュレーションを福井県河川国道事務所ホームページにて公表している。

URL:http://www.kkr.mlit.go.jp/fukui/bousai.html

平成１４年３月公表

平成１４年８月公表



現状の堤防整備状況（九頭竜川水系）
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九
頭
竜
川

日
野
川

九頭竜川

坂井市

永平寺町

福井市

勝山市

河川名

堤防延長 参考

計画断面堤防

（a）

堤防必要区間

（b）
a／b(％)

九頭竜川 35.0ｋｍ 77.7ｋｍ 45.0％

深 谷

H26年度末時点

○平成27年3月時点の堤防整備率は、九頭竜川水系で約45％
であり、計画断面に対して、高さや幅が不足している区間が
過半である。

色 別 区 分

完成堤防

暫定堤防

山付き



現状の堤防整備状況（北川水系）
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小浜市

若狭町

北川
遠敷川

河川名

堤防延長 参考

計画断面堤防

（a）

堤防必要区間

（b）
a／b(％)

北 川 22.0ｋｍ 32.2ｋｍ 68.3％

H26年度末時点

色 別 区 分

完成堤防

暫定堤防

山付き

○平成27年度3月時点の堤防整備率は、北川水系で約68%
であり、計画断面に対して高さや幅が不足している区間が
多く残っている。

H26年度末時点



重要水防箇所（九頭竜川水系）
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凡 例

Aランク
（水防上最も重要な区間）

Bランク
（水防上重要な区間）

九
頭
竜
川

日
野
川

九頭竜川

あわら市

坂井市

永平寺町
福井市

勝山市

Aランク指定区間

九頭竜川 6.48ｋｍ

日野川 7.73ｋｍ

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意
を要する区間を定め、重点的に巡視が必要な箇所を重要水防箇所とし
て指定し、福井河川国道事務所ホームページにて公表している。

平成27年度時点



重要水防箇所（北川水系）
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小浜市

若狭町

北川
遠敷川

凡 例

Aランク
（水防上最も重要な区間）

Bランク
（水防上重要な区間）

Aランク指定区間

北 川 2.04ｋｍ

遠敷川 0.00ｋｍ 平成27年度時点

○現在の堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、水防上特に注意
を要する区間を定め、重点的に巡視が必要な箇所を重要水防箇所とし
て指定し、福井河川国道事務所ホームページにて公表している。



（２）現状の減災に係る取り組み状況等
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市町長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住民の避難判断の
参考になる水位。

市町長による避難準備情報の発令判断の目安であり、住民のはん濫に
関する情報への注意喚起になる水位。

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性がある水位。水防
団が出動して警戒にあたる水位。

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位

洪水時における河川に関する情報提供等の内容及びタイミング
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○九頭竜川、北川では、避難勧告の発令判断の目安とな
る氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受け
た場合の対応について共有しておく必要がある。
○はん濫危険水位は、受け持ち区間内の危険個所にお
いてはん濫がはじまる水位を基準水位観測所の水位に
換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。

【高塚受け持ち区間】

小浜市

若狭町

おおい町

高塚水位観測所

はん濫危険水位：7.70
避難判断水位 ：7.00
はん濫注意水位：6.80
水防団待機水位：5.20

九頭竜川水系

北川水系

あわら市

福井市

坂井市

永平寺町 勝山市

中角水位観測所

はん濫危険水位：9.10
避難判断水位 ：8.50
はん濫注意水位：7.50
水防団待機水位：5.00

深谷水位観測所

はん濫危険水位：7.50
避難判断水位 ：6.90
はん濫注意水位：6.00
水防団待機水位：4.00

【
深
谷
受
け
持
ち
区
間
】

←九頭竜川

←

日
野
川

←九頭竜川←

遠
敷
川

基準水位観測所と水防受け持ち区間

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

洪
水
予
報
の
発
表



避難勧告等の発令基準
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福
井
市

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
案
）

○地域防災計画等に避難勧告等発令の基準が記載されている。
○より避難勧告発令の時期や対象地区を明確にするために、タイムラインの策定や改善を
行い地域防災計画等に反映する必要がある。

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

福井河川国道事務所 住民等福井市気象・水象情報

水防団待機水位到達
中角水位観測所（水位５．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
中角水位観測所（水位７．５m）

洪水予報（氾濫注意情報）

氾濫危険水位到達
中角水位観測所（水位９．１m）

水防警報（出動） 第三次防災体制

第四次防災体制

第五次防災体制 福井市避難勧告

福井市避難準備情報

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 福井市避難指示 避難完了

要配慮者避難開始

◇台風情報第３号

氾濫発生

※本タイムラインは九頭竜川洪水予報区間の福井市の区間（左岸7.4k～22.9k、23.8k～26.4k付近右岸12.1k～23.0、25.3k～25.6k付近）を対象としています。
※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。

○避難が必要な状況が
夜間・早朝の場合は、避
難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○管理職の配置

避難開始

○巡視・水防活動状況報告

○災害対応職員の配置
○要配慮者施設、地下街、大
規模事業者に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

◇台風情報第１号 -39h

0h

11h

◇台風情報第８号

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

14h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による大
雨や河川の状況を確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認○水門、樋門、排水機場等の操作

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

※台風上陸

◇台風情報第７号

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風情報第２号

◇大雨洪水注意報発表（継続）：大
雨洪水警報の予告

◇台風情報第４号

【第二警戒体制】

○水防団等との情報伝達

-8h

○ホットライン

避難判断水位到達
中角水位観測所（水位８．５m）

第一次防災体制◇大雨・洪水注意報

◇台風情報第５号

◇台風情報第６号
第二次防災体制◇大雨洪水警報

【注意体制】

○休校の判断、体制の確認等

◇台風予報 -72h

九頭竜川水系九頭竜川【福井市】福井河川国道事務所

※時間軸については、
昭和50年9月台風6号を
引きのばして想定してお
り、実際の気象状況や
台風のコースにより異な
ります。

※気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象に
よって、異なります。

○パトロール

○災害対策本部設置

○対応の記録

○ポンプ設置業者等への指示

○高水流観の準備

【第一警戒体制】

○洪水予報の準備・調整○福井地方気象台

○リエゾン体制の確認（調整）

最終的な危険回避行動

○水防警報（指示）○CCTVによる監視強化

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○水位予測(3時間毎・正時毎) ○水防活動報告

洪水予報（氾濫警戒情報）

○ホットライン

○リエゾンの派遣（調整）

○ホットライン（水位情報、現象の予測） ○首長若しくは代理者の登庁 ○危機情報センター設置

○避難所開設

洪水予報（氾濫危険情報）

【非常体制】

○水閘樋門操作員の退避検討
○水位実況報告

○ホットライン
○決壊した場合に備えた準備
・協定業者への派遣依頼 ・はん濫想定の用意
・記者発表の準備等

○ホットライン（水位情報、現象の予測）

洪水予報（氾濫発生情報）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣
○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○ホットライン（決壊、氾濫）

○記者発表（決壊・はん濫）

○避難の準備
（要配慮者以外）

○防災無線、携帯メー
ル等による避難指
示・避難勧告の受信



避難場所・避難経路
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○各市町の地域防災計画において、市町内の避難場所を設定している。

○関東・東北豪雨のように市町内の広範囲が浸水する場所等を想定し、避難経路や市町内
だけでなく隣接市内町の避難場所への広域避難についても事前に検討・調整しておくことが
必要である。

湛水エリア内に多くの避難所が
設定されている

凡 例



住民等への情報伝達の体制や方法
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ＰＣ・スマホから川の防災情報を入手

ＰＣ・スマホでライブ映像が確認できる

デジタル放送のデータ放送で河川水位を確認できる

リアルタイムで
川の水位情報
を確認できる

洪水予報や水防
情報などの情報
を入手できる

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページやテレビを通じて伝達している。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある

ライブ映像



河川水位等に係る情報提供（九頭竜川）
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九
頭
竜
川

日
野
川

あわら市

坂井市

永平寺町

福井市

勝山市

九頭竜川

凡 例

CCTVカメラ

（HP公開）

ライブカメラ画像

○ライブ映像（静止画）をホームページで提供しているが、現在３箇所
であり、各市町の防災対策や住民の避難行動の判断に役立つ箇所
について、順次拡大する必要がある。



河川水位等に係る情報提供（北川）
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小浜市

若狭町

北川
遠敷川

ライブカメラ画像

○ライブ映像（静止画）をホームページで提供しているが、現在1箇所
であり、各市町の防災対策や住民の避難行動の判断に役立つ箇所
について、順次拡大する必要がある。

凡 例

CCTVカメラ

（HP公開）
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河川の巡視と水防資機材の整備状況（九頭竜川）

〇出水時には、消防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡
視を実施している。
○堤防の決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活
動や住民避難が的確に行われるよう、消防団等と河川管理
者で、河川巡視等で得られた情報共有の強化を進める必要
がある。
○また、的確な水防活動を実施し被害の拡大を防止するた
め、資機材に係る情報を共有し、より効果的な配置の検討
等を進める必要がある。

国の備蓄状況（九頭竜川全体）

・土 砂 ：93,700m3
・土のう袋 ：15,460袋
・大型土のう袋 ：316袋
・袋詰玉石(2t用)：100個
・シート ： 71枚
・その他
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河川の巡視と水防資機材の整備状況（北川）

〇出水時には、消防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防の決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動や住民避難が
的確に行われるよう、消防団等と河川管理者で、河川巡視等で得られた情報
共有の強化を進める必要がある。
○また、的確な水防活動を実施し被害の拡大を防止するため、資機材に係る
情報を共有し、より効果的な配置の検討等を進める必要がある。

国の備蓄状況（北川全体）

・土 砂 ：2,000m3
・土のう袋 ：10,750袋
・大型土のう袋 ：100袋
・袋詰玉石(2t用)：550個
・シート ： 90枚
・その他
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消防団（水防団）の活動状況

○洪水に備えて、定期的に消防団（水防団）の訓練を行っている。

市町名 消防団員等（人）

福井市 991（平成28年3月時点）

あわら市 257(平成27年10月時点)

坂井市 486（平成27年4月時点）

永平寺町 225（平成28年3月時点）

小浜市 340（平成28年3月時点）

若狭町 139（平成28年3月時点）

消防団（水防団）による訓練の様子①

消防団（水防団）による訓練の様子②

写真：永平寺町水防連携訓練状況
（消防本部・消防団・地域住民（自主防災組織）連携）



排水施設、排水資機材の操作・運用
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○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うととも
に、機械を扱う職員等への訓練・教育も実施し、常時災害発生による出動体制を確保する。

関東・東北豪雨による派遣活動
（平成27年9月）

関東・東北豪雨による派遣活動
（平成27年9月）



堤防等河川管理施設の今後の整備内容（九頭竜川）
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○「洪水を安全に流すためのハード対策」として流下能力、浸透、パイピング、浸食・洗掘対策を実施。
○上下流バランス等の観点からも堤防整備に至らない区間については「危機管理型ハード対策」として
決壊までの時間を少しでも引き延ばせるよう、堤防構造を工夫する対策を実施する。



堤防等河川管理施設の今後の整備内容（北川）
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浸透対策 ﾊﾟｲﾋﾟﾝｸﾞ対策 流下能力対策 侵食・洗掘対策

12.2km 0.6km 10.1km 2.7km -

内訳
実施区間延長
（重複無し）

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水
被害の発生状況等によって変わる場合があります。

※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関
係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。

天端の保護 裏法尻の補強

2.9km 0.6km 2.3km

内訳実施区間延長
（重複無し）

○「洪水を安全に流すためのハード対策」として流下能力、浸透、パイピング、浸食・洗掘対策を実施。
○上下流バランス等の観点からも堤防整備に至らない区間については「危機管理型ハード対策」として
決壊までの時間を少しでも引き延ばせるよう、堤防構造を工夫する対策を実施する。

※具体の実施箇所等については、今後の調査検討や、洪水
被害の発生状況等によって変わる場合があります。
※危機管理型ハード対策と併せて、住民が自らリスクを察知し
、自主的に避難できるようなソフト対策を実施予定です。
※表示されている各対策の延長計については、四捨五入の関
係で概要図と合致しない場合があります。
※今後概ね５年間で対策を実施する区間を記載しています。



福井豪雨におけるダムの治水効果
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○真名川ダム、九頭竜ダム、笹生川ダムの効果で九頭竜川の基準観測所（中角地点）で約
１．２ｍの水位低減効果があった。
○特に真名川ダムにおいては、最大流入量のほぼ全てを制御することで、下流の五条方地
点の水位を約２ｍ低下。沿川市街地の洪水被害の防止に努めた。

ハイドログラフ（真名川ダム）

総雨量分布図 ダムによる水位低減効果

九頭竜川基準観測所地点（中角）

九頭竜・真名川・笹生ダムで
約1.2ｍを水位低減

真名川ダムで
約2.2ｍを水位低減

避難判断水位

ダムがなかった場合、
避難判断水位を超えて
いた可能性がある。

流入量のほぼ
すべてをダム
で調節

ダムで調節した量
1,018m3/s

最大流入量
1,033m3/s 大野市五条方地点（真名川ダム下流3km）


